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回 想:一 冊 の 本

笹 森 秀 雄

1'度去 年 の い ま ご ろで あ っ た と思 うが、 私 の も と に、

東京 の 学芸 図 書株 式 会 社 とい う書店 か ら、 ・冊 の 本 が 送

られ て きた。 開 い てみ る と、中 か ら二 通 の挨 拶 状 が出 て

きた 。一 通 は 書 店 か らの もの で 、 「こ の た び 、五1一嵐 三

郎 先 生未 亡 人様 か らの 御 用命 によ り、小 社刊 行の 五十嵐

三 郎国 語 文 集 を一 冊 御 送本 申 しあ げ ます の で 、御 査 収 く

だ さい」 とい うもの で あ っ た。 また他 の 一 通 は、 先 生未

亡 人 寿子 様 か らの もの で 、 そ こに は 、 「謹 ん で 申 しあ げ

ます。 先頃 、夫 三 郎 がみ まか りま した お りは 、早速 に く」

懇 ろ な御 弔 詞 とお手 厚 い御 供 物 を賜 りま して 、 ま こ とに

あ りが と う ご ざい ま した。 心 か らあっ くお 礼 申 しあ げ ま

す.本 日、 お か げ さ まで 、滞 りな く、 高岳 院 俊 剛 明毅 居

士 、 中陰 の法 要 を相 済 せ ま した 。つ きま して は、 た ま た

ま出 来上 りま した 三郎 の著 書 を、供 養の 印 まで に、 出版

元 よ りお届 け い た し ますの で 、 お収 め くだ さい ます よ う

お願 い 申 しあ げ ます 。拙 い もの な が ら お目 通 しい た だ け

れ ば 、故 人 も さぞ喜 ぶ こ と と存 じます 。まず は 、 お礼 か

た が た御 挨拶 まで 、 右 の とお りで ご ざい ます 。 か しこ」

と認 め られ て あ った。

t;.十一嵐 一こ郎 先 生 か らの 献 本一 それ は 、 た と え供 養の

印 と して も、私 には到 底 考 え られぬ こ とで あ った。 と い

うの は、 先 生 と私 とは 惇門 分 野 が異 な り、 また 年齢 も か

な り離 れて い たの で 、決 して親 しい間柄 と は い えな か っ

た か らで あ る。 それ だ け に、 先 生の 著 書 を受 取 っ た と き

は、驚 き も し、 また うれ し くも あ った 。 い ま、 この 一pt}

の 本 を 亜に す るた び に、 過去 に お け る私 と先 生 の結 びつ

き を回想 し、心 か ら感 謝 せ ず に はい られ な いの で あ る。

私 が友 人 か ら、 「あの 方 が 、国 語 学 と くに文 法 と方 言

の研 究 で 名 高 い五1一嵐 先 生 だ よ」、 と教 わっ た の は 、 た

しか北 大 文 学 部 三年 の時 だ っ た と思 う。 後 で 聞 い た話 だ

が、 その 時 先生 は、藤 女子 大学 か ら北 大文 学 部 に移 ら れ

て間 も ない こ ろだ っ た とい う。 私 が 大 学 を了 え、助 手 に

な って か らは 、入試 その 他 の関 係 で た びた び 先生 に お逢

いす る機 会 は あ った が、 しか しその時 は、 た だ軽 い挨 拶

で過 す こ とが 多 かっ た。

私 が先 生 と親 し くお話 をす る よ うに な った の は、 教 授

会 の メ ンバ ー と な り、数 力Il後 の あ る 日、 先輩 の和 田 謹

fL11さ ん と本 田a一 郎 さん が 、私 を先 生 に紹 介 して ドさ っ

た時 か らで あ る。 た しかそ の時 、 両 先輩 と も 、 「こ の 男

は 、道 南 の奥 尻 の出 身 で す か ら、 先 生 の方 言 の研 究 には

大 い に役 立つ と思 い ます よ」、 と い った こ と を記 憶 して

い る。 そ れ以後 、先 生 は 教授 会や 各種 会議 の折 、た びた

び私 の横 に席 を と られ 、 「君 、 奥尻 で はOOの こ とを 何

と い うか ね」、 とい っ た 調 子 で よ く尋 ね られた もの で あ

る。 先 生 との 会話 の なかで 今で も は っ き りと 目に浮 か ぶ

の は、 あ る 日私 が 、 「方 言 に お いて も 、英 語 のchildと

ch{ldrenの 区 別 と全 く同 じ用 法 が あ るの を 、ご存知 で す

か」、 と い うこ と を申 しあ げた時 の 、 そ の驚 きよ うと喜

び よ うで あ る。奥 尻 で は 、今 で も そ うだ と思 うが 、子供

の 呼 び 方 に、 「ワ ラシ」 と 「ワ ラ シャ ド」 の 二 種 が ある。

前 者 は英 語 のchild、 後 者 はchildrenに 当 るもので ある。

私 には何 の 変哲 も ない 言葉 で あ る が、 先生 には珍 しい 方

言 採 集 だ った の だ ろ う と思 う、

先 生 の 『国 語 文集』 の 第二 部 は、 主 と して 方言 に関 す

る論 文 を集 め られ た もので ある が、 そ の 多 くは 、「共 通

語 化 の過 程」 に関 す る研 究 で あ り、 そ こで は 、次 の よ う

な こ とが調 査 の 目標 で あ った よ うで あ る。

① 第一 世 か ら第 三 世へ 、 どこで 共 通語 化 が… 段 と進 む

か(ノ ノ言色 が な くな るか)

② 言語 の 音韻 ・ア クセ ン ト ・文 法 ・語 彙 の どの 面 か ら

共通 語 化 が進 む か

③ で きあが りっ っ あ る 「北 海 道 共 通語」 は 、 東京 語 と

どの 点 で違 うか 。内地 の どの 方 言の 要 素 を 多 く持 っ

て い るか

④ 共通 語 化 を進 め る 要因 は内 地 の場 合 と同 じか違 うか

私 へ の方 言採 集 も、 この よ うな構 想 の な かで 行 な われ て

い た のだ と思 うと、 その 積極 的 な研 究 態 度 に、唯 々頭 の

下 が る思 い がす るの みで あ る。

とも あれ 先生 と私 との 結 びつ きは 、 方 爵が ・っ の 契機

とな った もので あ る。 先 生 に は昭 和47年 か ら本 学 の 入試

に御協 力 をい ただ くこ と にな った が 、思 えば 人の 結 びっ

き とい うもの は不 思 議 な もので あ る。 『rL1・嵐 こ郎国 語

文集』 を手 にす るた び に、 お そ ら く私 は決 っ て先 生 との

結 びつ き を確 認 し、 そ して 最後 に、 「ど うも 有 難 う ご ざ

い ま した」 と答 えず には お か ない で あ ろ う と思 う。研/o

分野 の 全 く異 な る一 書で は あ るが 、私 に と っては 思 い出

尽 きな い一 書で あ る。

(社 会 学 教授)
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夜 の 医 療

高 橋 三 郎

英雄 さん(仮 名)は 昭和49年 当時63歳 で 、 そろ そろ村 のお

年寄の 仲 間 に入 る批代 で あ っ た。若 い こ ろか ら村 一番 の
"大 変 な働 きも

の"と して知 られ 、早 朝 か ら夜 遅 くま で

妻 とと もに 長年 農 業 に従 事 して い た。 昭 和44年58歳 時 に

健康診 断 で 高血Lli三を指摘 され、 以 来 と きに近 くの 診療 所

に通院 して いた が 、特 別 の 自覚症 状 も な く経 過 していた。

昭 和49年11月 の あ る朝 、 いっ もと違 い起 きて こな い た

め 、朝 食の 準 備 中の 妻 が英 雄 さん の と ころ にい っ てみ る

と、ふ とんの な かで"困 った、 困 った"と 連 発 しなが ら、

妻 を正 し く認識 で きず 、意 識 も多少 も うろ うと してい る

よ うに み えた。 いっ もの様 子 とは あ ま りに も違 う主 人 の

言動 をみた 妻 は 、同 居 して 共 に農 業 をつ づ けて い た息 子

夫 婦 に その 事情 を説 明 して 、近 医 に入院 させ ざる を得 な

か った。 妻 の観 察 によ る と、入 院 後 数[で も うろ う と し

た状 態 は軽快 し、 妻や息f達 をほ ぼ 正 し く認 識 で きる よ

うにな った か にみ えた が、 ま と ま った会 話 はで きず 、 ま

た少 しこみ 入 った 内容 の 質 問 は理 角翠で きて い な いよ うで

あ った。 そ のた め12月 中句 、近 郊 の市 立 総 合病 院 内科 に

転 院 した が 、 目中 は ウ トウ トとベ ッ ドLで お と な し くす

ご しなが ら、夜 間 に な る と些細 な こ とで興 奮気味 とな っ

た り、 容 易 に泣 きだす状 態 で あ っ た。

転 院3目llの 夜Jll,jlー ぎ、消灯 時 間 とな り病室 内 が 暗

くな るこ ろ突然 ベ ッ トか ら起 き出 し、断 片 的 な大 声 で叫

び なが ら右 ド肢 を 多少 ひ きず っ て病 室内 や廊 一ドを歩 きは

じめ 、 そ れ を制 止 しt)と す る看 護 婦 やつ きそ いの 妻 を

無 視 す る行 動 が出 現 し ぐきな,ま もな く当直医 か らの 要

請 で 精神 科 医 が往 診 に か けっ けた と き、 患 者 は前 傾姿 勢

で 廊 ドにあ る洗 面 台 の水 道 の蛇 目 を左手 で お さ え なが ら

暗 が りの 中 で 、"…… これ 、 …… これ… …"と 何 かを しき り

に訴 えた い よ うな 表情 を示 して い た。 真 夜 中 が近 づ いて

いた時 刻 の ため 、 と りあ えず 自室 のべ ソ ドまで 患 者 を誘

導 し、 しば らく妻 や 肴護職 員 と とも にそ の場 にい て 、室

内灯 を通 常 よ りも幾 分 明 るめ に し、"明 朝 また ゆ っ く り

とお話 しま しょ う"と 約 束 して 、 その 夜 は別 れ た。

翌 日精 神 科 病棟 へ 車云科 後 は 、 前夜 の よ うな異 常言 動 は

漸 次 軽減 した が 、些細 な ことで顔 面 を真 赤 に して怒 声 を

盛 ん に発 しつづ け、周 囲 の 人達 には 何 を言 って い るの か

良 くわ か ら ない状 態 で あ った。 しか しその 後 、家 族 の 面

会 を頻 回 に して も ら うころ か ら、 次 第 に温 和 な態 度 を と

る こ とが 多 くな り、"英 雄 さん 、IL気 で す か?"な ど と声

をか け る と、機嫌 よ さそ うに 、た だ"ア ハ ハハ …"と 笑

うよ うに変化 して きた。 さ らに ま とま った 言葉 もポ ツ リ

ポ ツ リで る よ うに な り、 質 問 に対 して も相 応 した返 答 を

す る こ とが可 能 とな った。 その 後 外泊 を く り返 す 間 に全

体 的 な安定 化 が み られ 、50年10月 退 院 して 家庭 に も どっ

た 。 そ の後 筆 者 が経 過観 察 をっづ け てい た3年 余 の 問 、

特 別 の異 常 徴候 を示 す こ と も な く、 家 庭 で の 日常 生 活 や

散 歩 、っ り な どを楽 しんで いた。

長 々 と一・患者 の こ とを書 きっづ けて きた が、 それ は以

下 の よ うな理 由 があ っ た か らで あ る。 す な わ ち、 そ の少

し前 まで 勤務 して い た大 学 病 院で は 、 あ る程 度 選択 され

て きた患者 の診 療 が 多 か った が、 市 立総 合 病 院 で は地 域

に密 着 した 多彩 な患 者 にめ ぐ りあい 、 その 中 で も 高齢 者

が 多数 で あ った こ とで あ る。 そ こで は 、時 に報道 されは

じめて い た わ が国の 急 速 な 高齢 化 社 会へ の 一端 を身 を も

って 体験 す る こ とがで きた。 既 知 の よ うに、 高齢 者 は た

だ.つ だ けの 疾患 を有 して い るこ と は む しろ ま れで 、 そ

の結 果 と して 複 数科 の診 療 が必 要 と な る こ とは しば しば

で あ る。 こ こで と く に重要 と思 わ れた 点 は 、患 者 を中 心

と して 各科 の医 師 間 の ス ムー ズ な意 志 疏通 は勿 論の こと、

看 護職 員や理 学 お よび作 業 療 法士 な ど患者 を と りま くす

べ ての 人達 との協 力 関係 の 必 要性 で あ っ た。

前 記症 例 の診 療 を契 機 と して、 注 意深 く観 察 して い く

と類 似 の 症状 を呈 す る高 齢 者 が 多数存 在す る こと が確 認

で きた 。 彼 らの 多 くは 日中比 較 的 お だ や か に、 あ るい は

傾 眠 が ちにす ご しな が ら、周 囲 が暗 く静 か に な る ころ か

ら異 常 な言動 を呈 す る こ とが 多か っ た、,当時 か ら不 思 議

に感 じて いた こ との つ は、 これ まで の 大部 分 の 医 学医

療 が 日中 の問 題 を中 心 にな され 、特 別 の睡 眠 研 究 を別 に

す れ ば 、 一一一[の 約 半 分 を しめ る夜の 医 学 医療 が あ ま り重

視 され て い ない よ うに思 われ る ことで あっ た。 ラボ ラ ト

リー 全盛 の 昨 今 、夜 間 に言 動 の まと ま りを 欠 く病 者 の そ

ばに い て、 じっ くり と話 を き き、暖 かい ま な ざ しで接 す

る治療 的 態 度 が と りに くく なっ て い るの か も しれ な い。

こ こ まで 書 いて い ると、 数fl前 に入 院 した67歳 の パ ー

キ ンソ ン病 の男 性 の様 子 がお か しい と病 棟 か ら電 話 が 入

っ た。 前 日夕 か ら少量 の 抗 パ剤 を服 用 しは じめ た が 、夜

11時 す ぎか ら周 囲 を不 安 そ うに眺 め 、 ウ ロ ウロ と病 棟 内

を歩 きは じめ た との こ とで あ る。(58年2月9日 夜 記)

(精 神 医学 講 座 助 教 授)
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第5回 卒 業 式

31125日(金 ドトIUIIOIi.j3〔)1/フう・ら、 本「了なf乍ff貧1㌻tこr,し、.ご置羊5

5回 卒:業証 酢授Cが 挙 行 され た、,父兄 ・教職 員の 祝 福

の 中で 、 卒二業 生99名(内 女1F生ll名)は 、1人1人 学

長 か ら率業 証 書 を 手渡 きれ 、感慨 無 量 の 面持 ちで あった.、

式終r後 は 、 本学 学 生 食堂 で 祝 賀 会が 和 や か な雰 匪i気

の)ち に 行 われ 、 卓 業生 に とって 大学 生 活最 後 の1日 が

終 ・)た。

(学 生 課)

本学大学院医学研究科修了者6名出る!
去 る3月251i12)=1=前9時45分 か ら本学 第1会 議室 にi.

い て 本学 で 初 めて 医 学研/ti科 を1彦了 した6fに 対 し医 学

博 ヒの 学位 が授 与 され た。

氏 名 !ll〔 攻 学 位 論 文 恵「[
一 一

斎藤 達也
生 体 情 報 調節 系

代謝 ・内分iL'r'f;6門

Cae,軸 南 、び,_,、 。撚 後1

の各種膵 酵 素の分泌 反応 とl/lL中逸 脱

に関.`一る研究

東 寛

生 体 防御機構系

病原微生物学部門

C監}nAに よ るヒ ト塞 行llリンハ球 増煽呈
1ズ1芯に 及ほご.ξ.toヒトla様 手ノt原中 ツ

ロ ー ン手瓦体 の1杉響 に関 するfi/F'究

安藤 政克
細 胞 ・器 官 系

腫 瘍 学 部 門

唾液腺筋 ヒ皮細胞の再生に関する実

験的研究
一 ラット ド腺自家移植法を用いて一.

笠茂 光範
細 胞 ・器 官 系

発 生 学 部 門

PrastaglandinFの 動態 か らみた

着床機構 に関 す る基 礎的研 究

下・石.・ 雄

細 胞 ・器 官 系

発 生 学 部 門

ヒ ト卵胞発育、排卵現象に関する臨

床的研究
一超音波断層法と内分泌学的相関一

林 博章
細 胞 ・器 官 系

発 生 学 部 門

培 養 絨.c癌 細 胞 株 に 対 す る

Methotrexate,Aeしinom、 ・eirlDの
冨

抗腫瘍効果に関する研究

(学生課)

4

昭 和58年 度 入 学 式

昭 和58年 度 入学 式 は 、4月8目 伶〕午 前10時 か ら、本 学

体 育館 に おい て 、挙 行 された 。 今年 度 新 しく本学 の 学 生

と なっ た120名(内 女1㌃学 生16名)は さま ざ まな 期 待 を

胸 に秘 め式 に参 列 し、 学 長の 式辞 、 又 新 入生 を代 表 して

「匪デロi敬君 が 「学貝「」その 他 の 規 程 を」堕守 す る と と もに、 学

生 と しての 本 分 に従 って勉 学 に励 み 、vv-bhzを期 す こ と を

誓 い ま す 。」 と入学 誓 約 酢を 読 み',11た 。式終f後 は 、

講 義 室 に おい て 学 年担 当、図,1許課、 学 生課 か らの ガ イ ダ

ンス、 第1内 科坂 井助 教 授 「'1そ生生liiと 健 康∫1『;理につ い

て」 の講 演 お よ び学 生 代 表か らの 挨拶 を受 け 、 大学 生 活

へ の 第1歩 を踏 み 出 した,、

(学 生 課)

昭和58年 度入学者名簿

氏 名 出 身 高 校 氏 名 1匹ill身 高 校

i'3111敬 栃木足利

1

秋葉 真弓 札巾晃南

浅賀 浩孝 名 寄 浅 野 ・弘 札r幌 第 一

安保 裕之 函館 ラ ・サ ー ル 拍 人】 裕満 帯広 己条

猪川 輪哉 旭川東 石崎 彰 北 児北 。卜

石[日 直:樹 小樽潮陵 伊藤 文彦 札r幌南

石塚 緑 北 見北斗 稲場 守 L別

月・波 宏 壽 神奈川平塚a:南 岩 切 裕昌 札r幌南

ヒ北 和実 旭川 東 L西 博 旭 川東

榎 本 啓.一 山形 東 生出 邦仁 宮城仙 台第 一

大 ノノ 直樹 旭川 東 大/rl晃;!、 旭 月i

大 久保 又 一 山梨甲府南 太田 貴 更 釧路湖陵

大谷 泉 滝 川 大坪 力 長野松本深志

大西 通広 函館中部 小笠 壽之 札幌南

尾形 和泰 旭川東 尾形 文智 岩 」.ilk岡 第 ・

荻原み どり 札幌北 小原 由史 釧路湖陵

加藤 学 岩見沢 東 川瀬 和紀f・ 室蘭栄

河野 賢次 旭川 東 吏 理 玲 ∫・ 帯 広fii

久保 勝文 青森八戸 吉川fillX 釧路湖陵

桑木 賢次 滋賀膳所 解良 文啓 函 館 ラ ・サー・ル

碁石 勝利 函館 ラ ・サ ー ル 向後 利昭 「董 銚f

越湖 進 旭川東 小 林 潤 ∫一 小樽潮陵

小林 泰之 埼E春 日部 斎藤 美也f・ 札幌旭斤.

佐 々木 美佳 旭川 東 佐 々木路佳 小樽潮陵



佐 藤 淳 釧路P月 陵

佐 藤 啓 介 栃 木村'1イく

≧r「}4く素s↓i;条蒔〔L;圏5E!_き1　ilr[

杉 沢 孝ク＼ 函 館.ノ ・.り一'レ

鈴 木 尚志 札r幌北

関 俊 °4i痢 食包ラ ・サ ー・ル

Il'1田 真弓 旭 川 東

rl'計喬 啓[痢 負官ラ ・サ ー ル

竹 日1渦ヒ未 ノ【三 ホL中晃ノLIヒ

武 日1'1'1:之['rig官 ラ ・サ ー ル

谷 隆 ∫・ 帯 広 柏 襲

谷 日 推 人 岩 兄 沢 東

田 屋 登 康 旭 川 東

塚 本 和 秀f一 葉銚 ∫一

徳 差 良 彦llf森1亨 森

鳥 家 良 輔 斗〔京 ・「'1川

中 田f申1弓 長 野1.III

中 村'智 茨 城 水ノ1第

岐 阜 大垣 北

内

[与♂[貧言ラ ・ り.一 ∫レ

[か=1寅rfン・+r-一 一∫レ

ド雲

帯

怖

日

臼

化

幾

痕

春

㎞

地

F

中

.
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r

旭

埼

III梨駿 台 甲 府
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襯

蝋
琳
癬
淋

鵬
鵬
鵡
剛
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備
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司
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司
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司

郎

郎

宏

晴

治

.

満

.

.

.
朗

郎

悦

隆

千

将

昭

眞

弘

紳

高

.

豊

克

嘉

則

靖

.信

太

.

高

正

茂

導

奨

修

哲

太

誠

恒

秀

信

村

本

訂

山

田

原

田

田

田

木

谷

萩

野

橋

.原

廣

福

藤

藤

堀

前

町

明

村

森

矢

口

榿

蕨

1帯 広柏.r

l書f森rfF森

函 館 ラ ・.1卜一 ル

東京成践

栃 木宇 都宮

小樽 潮陵

埼}ミ浦和

旭 月陳

旭 川東

目本大学山形

函館 中部

札幌北

帯広柏 葉

東 京創 価

[;klP官ラ ・サール

旭 月陳

名 寄

1才(京竹 ㍉1・

大阪 夕陽IE

砺 イぐ}.=都宮

岩 兄沢 東

旭川 東

札幌西

帯広柏 奨

旭川 東

旭川 東

岡山自陵

旭H陳

岩 兄沢 痕

i・舛食肖ラ ・サー ル

富 山高「司

.iヒti{fiド易

札幌 西

旭川東

茨城 水戸第 ・

札中晃南

東京保 谷

新 入 生 研 修
今年 度 第Ulli目 の 新 入 生研 修 は4f)18日ilU・19f1!火)の

両 目午 後5ii;1か ら午後711,'yまで 本学 の 第1セ ミナー室 ・第

2セ ミナ ー室 ・和 室 ・ ・般 教-;11会議 葬ミで 行 われ た。

参1111相 々の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを図 る こ と を目的 と

して、教 官 と共 に 自己紹 介 及び懇 談 会 を 通 じて 、親 睦 を

深 めて い た、,

(学 生課)

昭和58年 度の主な年間行事

今年度の主 な年間行事は次の とお りです。

4月8日

]8--19H

6月15日

16-19f1

9月7日

21日

10∫ 」71i

～
]1111>II

/?11

3月24日

第11回 入学式

睾斤ノ＼ノ症fl斤fl疹(第1[口」[ヌ)

開 学1〔凋 年 記 念式 典

第9[口H匁 大 等ミ

体育 大 会

解 剖体 慰霊 式

新 入 生研 修(第2回E1、 水 ・.i二・

日1よβ余 く)

ス キ ー教 室

第6[口1卒二業 ∫℃

G身 生 課)

昭和58年 度運営組識
(教務委員会委員)

委 員 長 小野 寺壮吉 幅rj学長)

副 委員長 星野 了介(図 書館長)

委 員 笹森 秀雄 内田 倖喜

メしr基 夫 藤沢 仁

片'村司 一 石橋 宏

並木il:清 水 哲 也

天羽 ・夫

(厚生補導委 員会委員)

委 員 長 小野寺壮吉(副 学長)

副委員長 岩渕 次郎

委 員 美甘 和哉 岡田 雅勝

松嶋 少二 黒島JrF汎

f洲二 陸雄 宮岸 勉

坂片 英 ・ 関口 定美

(学生 課)

・多-

5
.



武 道 場 竣 工

数 年 来の 念 願 で あ った武 道 場 が、3月 竣 工 しま した。

武 道場 は体 育館 と渡 り廊下 で結 ば れ て お り、 建物 は鉄 骨

鉄 筋 コ ンク リー ト造 り平屋 建 、延 面 積424m2(本 屋39ユm2

渡 り廊 下33m2)で す 。

各盆影 導難 繍 、叢 驚 憂識 鋭 輪
各(L¥/¥Z.での 活躍 等効 果 的 な利 用 が期 待 され ます。

(学 生 課)

藤

盤

).
顯艦騨

匡げ即 ゴ'醜 」r;rE;「

猛縮

ト レ ー ニ ン グ コ ー ナ ー の 開 設 に つ い て

こ の たび武 道 場 の 完 成 に と もな い 、体 育館 の2階 に学

生 ・職 員 を対 象 に健 康 ・体 力づ く り及び スポ ー ツ をす る

人の基 礎 体 力増 強 を図 る 目的 で 、 トレー ニ ング コー ナ ー

を開 設 し ま した。 この コ ー ナー に は コ ン ビ ネー シ ョン ト

レー+一(14種 の 運 動 がで きる器具)を 中 心 に 各種 トレ

ー ニ ング器 具11点 を用 意 しま した ので 、 自分 の体 力や運

動量 を充 分 考 え、 逆 効 果 に な らな い よ うな適 切 な プ ロ グ

ラム を 自分 で作 り、 大 い に利 用 して下 さい 。

また、 この コ ーナ ー は定 め られ た時 間 内 で あ れ ば、 い

っ で も 自由 に 使用 で きます が、 使 用 す る と きは必 ず 「ト

レー ニ ング器 具の 使 用 方法 」(各 器 具 トに パ ネルで 使 用

方法 等 が 書い て あ る。)を 参照 して一ドさい。

トレー ニ ン グを始 める前 の心 構 え

トレー ニ ン グを始 め る前 に次 の こ と を守 り、 けがや 事

故 を起 さない よ う充分 注 意 して ドさい、、

11)ト レ シャ ツ、 トレパ ン、屋 内 運 動靴 等 トレーニ ング に

適 した服 装 をす る こと。

121初 め か ら急 激 な運 動 を しないで 、 準 備運 動 を充分 行 う

こ と。

[3)器 具の 使 用 につ い て は、 各 器 具 にパ ネ ル によ り使 用 説

明 が な され て い るので 説 明 の順 序 に 従 い誤 っ た使 用 を

しな い こ と。

141自 己の 運 動能 力 をまず 充 分 わ きま え、 トレー ニ ン グに

よ る運 動量 や強 度 は徐 々に 高め るよ う心掛 け る こ と。

15)ト レーニ ング終 了後 は、 必ず クー ル ダウ ン(整 理 運 動)

を行 うこと。

トレー ニ ン グ コー ナー 使 用上 の 注 意

トレー ニ ング コーナ ー を使 用 す る場 合 、次 の こ とを守

っ て.ドさい。

q)使 用 で きる時 間 午 前8時30分 か らノ「後7時 まで 、,

〔2吹災 防11二に努 め 、 コー ナ ーで の喫 煙 は しな い こ と。

X3/器具 等 は大 切 に取 扱 い 、 も し破 損 等 が生 じた場 合 は学

生 課 学生 係 へ 必ず 連絡 す る こ と。

(4}器具 利 用 者相互 間の 事 故 に充 分 注意 す るこ と、,

(51使用 後 は、 清掃 、消灯 等 整 理 整頓 す る こと。

('』jそ〆E三匡…果)

6



河原林教授退官記念最終講義

3月10日 体}午後3時 から臨 床第3議 義室 において衛生

学講座 河原林教授の退 官記念最終講義が行われた。

小野寺副学長より河原林教授の略歴 等の紹 介があり、

約1時 間 にわたって 「室内空気の衛生にっ いて」の講義

が行われた。

次いで学長の送辞 ・記念品花束贈呈 があり、河原林教

授は聴講者からの拍 手に送 られ退室 された。

(学生課)

体育施設使用規程の改正について

芽

、

～

ノ

旭 川医 科 大学 体育 施 、没使 用規 程 の ・部 を改正 す る規程

(昭 和58年3月9日 旭 医 大達 第3tj)

この 規 程 は、 武道 場 の 設置 に伴 い 、所 要 の改 正 を行 っ

た もの で あ る。 昭和58年4月1日 か ら施 行.

旭 川 医科 大学 体-:it施HLl1」(使用 規 程(昭 和57flる 旭 医 大 達

第1}})の1部 を次 の よ うに改 正 す る,、

第2条 中 第5号 を 第6F7と し、 第2t;か ら第4号 ま で

を1;,'一ず す繰 り ドげ 、第1号 の 次 に次 の1号 を加 え る。

2武 道場

第6条 第1項 中 「弓 道場 」 を 「武 道 場 及 び弓 道場 」 に

改 め る。

附 則

この 規 程 は、昭 和58年4/11日 か ら施 行 す る。

改Iil理 由

武 道場 の設 置 に伴 い、所 要の 改止 を行 うもの で あ る。

・み・.、jh丑＼ 「究 慮 室',ご 紹11一 づ ト

■ 麻酔学講座 ■ 新 崎 裕 一

麻酔学講座 は、小川秀道教授 の就任により、昭和51年4

月に創設 されました。教授 は当時 、[本 麻酔学会理事、北

海道麻酔 学会々長、あるいは北海道臨床麻酔懇 話会々長

など数多くの要職、激務の中、教室の発展 に日夜全精 力を

傾 け、臨床、研究、学生教育に奔走され現在に至っています。

手術部における麻酔の業務は、昭和51年11月 、附属病

院の開院 と共にスター トし、同時 に 「手術患者の激 しい

痛 みをコン トロール出来 る麻酔科医が非手術患者の痛み

をコン トロール出来ない筈はない。麻酔科医 こそ、疹痛

管理 にもっとも熱心な、そして貢献で きる医師でなければ

ならない。」との考えのもとに疹痛診療部門を開設、疹痛外

来診療のほかに入院治療も可能 とし、ベッ ド数 も当初から

12床 を確 保し常に100%近 い稼働率で回転 させてきました。

今春か らの手術 部での麻酔業務は、札幌医大か ら3名

の強 力な麻酔科医の補強によ り、従来から受け入れて き

た各科か らの研修医の指導 のほか臨床研究面でも人い に

その 力量が発揮 されよ うとしてい ます。

他方現err.すでに新 しい特殊診療棟 も完成 し、集中治療

室 をは じめ、他の医療の分野で も活躍 が期待 されそ うで

す。実際には、昭和53年10月 から、小規模 なが ら院内 に

集中治療室 と透析治療室 をi設 し、これらの分野 にお け

る活動に着手 していましたが、今後 は更 にその活動の範

囲 も広がってい くことにな りましょう。

研究面で は、臨床医学講 座 としての性 格か ら、即実際

の臨床に役立っ研究 を目指 し、次 の各項 目にわた り意欲

的 に推 し進めています。麻酔薬 ならびに関連薬物の循環

動態 とくに腎機能 に及ぼす影響に関する研究、血液浄化

法 に関する基礎的 ならびに臨床的研究、生体内に投'ヂさ

れた各種薬物の代謝、消 長に関する研究 など、常勤の研

究 スタッフのほか道内外か らの研究 生が7名 、それぞれ

与えられたテーマについて地道に とり組んでいます。教

室の記念会や忘 年会等ではこういった人達 も加えていつ

も大賑わいで、この辺にも教授の人柄 と今後の教室への

期待が偲 ばれ ます。 その他疹痛治療 に関す る研究、特殊

状態.ドの麻酔管理、呼吸管理法、各種モニ タリングに関

す る研究等、臨床 に直結 した応用医学研究面にも精力的

にとり組み、殺人的 な多忙の合い問をぬ ってこれらの研

究成果を国内、外 に積極的 に発表 して きました。 今年度

もすでに9月 のソウルでの学会 と、明年1月 マニ ラでの 世

界麻酔学 会に小川教授 らの出席発表がfさ れています。

以上の よ うな多忙 な教室の現況ですが麻酔学 はあたか

も麻薬の習慣性の ように暫 くやって いるとやめ られな く

なる魅 力があります。医師過剰時 代の到来が囁 かれる中

で麻酔科医の将 来性は無限 に拡 がっています。現在の と

ころは小世帯ながらごく近 い将来の飛躍 を合言葉 に研究

室は粘 り強い若人の入局 を鶴首 して待 っています。

(麻酔学講座 講師 〈非常勤〉)
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課 外 活 動 短 信

第25回 東 日本医科 学生総合体育大会(冬 季スキー部門)

総合 男子(優 勝)女 子(優 勝)3/23--3/25

(男子)(女 子)

大 回転2位 岸(2年)

〃3位 山賀(3年)

回 転2位 岸(2年)

8km1位 石 原(3年)

15km1位 石 原(3年)

大 回転2位

回 転2位

3km1位

5km2位

〃3位

2位

浜 口(5年)

浜 口(5年)

赤 平(4年)

赤平(4年)

池 田(5年)

● ノル デ ィ ック リレーAチ ー ム

(船 越 ・石 原 ・西 川 ・石井)1時 間12分38秒9

ち

肝
㌻
、

思いつ くままに一 その4

講演会

近 ごろのよ うに、覚醒剤中毒者 の犯罪 やノイローゼ患

者 の 自殺、中学生の問題行動な どが度々報道される世の

中ともなれば、 われわれ精神科医 にも精神衛生 につ いて

の講演会や研修会の依頼 が増 えて くる。現代社会 とス ト

レス、 自殺 を防 ぐために、 うつ病 の話、職場 における精

神衛生、脳の老化 と心の変化、女性 の ノイローゼ、など

要望 されるテーマは さまざまであ り、私 は人前で話をす

ることが得手ではないが、依頼 があれば旭 川市内はもち

ろん、稚内市や阿寒町 まで出かけたりもする。

対象は一般市民、PTAの 会員、保健婦 、栄養士、企業

の健康管理担 当者 などで あった り、高校 生達であったり、

年令 も職業 もまちまちで ある。

私 は、時 間の許 す限り講演 の依頼 を引 き受 けよ うと思

うが、それというのも、精神衛生の基礎的 な事が らを出

来 るだけ多 くの方々に理解 してもらい、精神疾患 の予防

対策や治療 のためには患者の周囲の人達の理解 と協 力が

必要不可欠で あること、精神科治療法が現在 どの程度 ま

で進歩 しているか とい うこと、などを知 って欲 しいと願

うか らであ る。'

さて、私の拙い話を聴 きにきて下 さる方 々の様子 をみ

ていると、大学で講義 を聴 く学生諸君の場合 と同 じく2

通 りのタイプがあ る。初めか ら終 りまで克明にメモ をと
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るタイプと、私の顔 をじっと見つめなが ら聴 き入 るタイ

プで あ る。 どち らの タイ プがどうとい うつ もりは毛頭

ない。人それぞれに聴 き方や理解の仕方があるのは当然

で あろう。 とにかく、熱心に聴 いて下 さるのは、話 をす

る側 にとっては張 り合いのあることである。

しか し、時折 思 うことは、 このよ うな講演会に関心 を

もち出席され る方々は、実はその必要がない方々なので

はないかということである。た とえば、子 どもの自殺の

話 にしても、 この方々は、平素からその悲 しむべき事態

を憂い、わが子がそうあってはならないという深 い思慮

と関心 をもっておられるからこそ、悪天候の中でもわざ

わざ会場 まで足 を運ばれるのであり、このような両親 の

もとでは、子 どもの問題行動 などはおこ りようがない と

いえよ う。気がかりなのは、講演会や研修会 などと全 く

無縁 の父親群、母親群の存在である。中学生のわが子が

理由 も明らかでない ままに外泊 をくり返 し、家出をし、

シンナーを吸 い、果ては暴力沙汰 に及ぶ等々のことがあ

って も無関心、放任、 うろた えを示すことしか知らぬ親

達 こそ、あらゆる機会をとらえてわが子 との接 し方 を学

んで欲 しいのであるが、現実にはそれを望むべくもない。

だか らこそ、公共の場で見かける親子 の振 る舞いから、

この親 に育て られる子は将来 どんな大人になるのであろ

うかと肌寒い思 いをす ることにもなる。

それにしても、講演会や研修会 にはそれなりに意義が

あることを認 めるのにやぶ さかではないので、私 自身 も

聴 きに出 かける し、依頼 があ り聴いて下 さる方があれば

話 し手としても出かけよ うと思 う。

講演会後、数日を経ず して礼状 をいただいた り、感想

文を届 けて下 さった りす ることもあり、それが私の大 き

な収穫 となることも多い。 また、講演 の準備それ自体が

さま ざまな意味で 自分の勉強にもなっているので ある。

(精神医学講座 教授)


